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一  19 世紀の中部ルソンにおける市場圏 
   







１  地方市場圏 



























位置し、流通の結節点となっていた。スペイン人神父のスニガ(Joaquín Martínez de 
Zuñiga)は、 19 世紀初めにおけるマロロス町の市についてつぎのような記述を残している。  
 






















格でおこなわれていた。例えば、公定価格が籾(12～3 月期、1 カバン＝44 キロ)1～25 ペ
ソ、豚肉（約 500 グラム）0～12.5 ペソ、雌鳥(1 羽)0～50 ペソ、交通用の馬の賃貸料(乾
季、約 5.5 キロメートル)0.25 ペソであったのに対して、実際の取引価格はそれぞれ籾 0～
75 ペソ、豚肉 0～6 ペソ、雌鳥 0～25 ペソ、馬の賃貸料 0.12 ペソの水準であった(注 13)。 
こうしたブラカン州の地方市場圏における流通取引は、 19 世紀を通して大きく変容して















  5産物商品の販売機会を通じて、 より商品経済に巻き込まれていったとみることができよう。  
 
  ２  首都市場圏 
  つぎに「首都市場圏」を検討するにあたって、まず 19 世紀の中部ルソン平野とマニラ
を結ぶ流通に関連して、 ダッパース(Daniel F. Doeppers)の興味深い論文を取り上げたい(注
16)。この論文は、現代におけるフィリピン諸都市の位階性の歴史的背景を探るという問題
関心から、 19 世紀までの都市の社会的･空間的編成を考察したものである。 それによると、








  19 世紀はじめまでに、中部ルソン平野のなかでもマニラ湾沿岸地域は、同平野を構成す
る主要水系であるパンパンガ川水系などを通じて、マニラとの流通上の地域的まとまりと
なる首都市場圏を形成していた。とくに 18 世紀末までにマニラへの食糧供給基地となっ
たのは、 マニラの北方に位置するブラカン州とパンパンガ州であった。 両州は、 米、 砂糖、
肉牛、タバコなどの農産物のみでなく、さまざまな加工品をマニラに供給していた。中国













(University of Santo Tomás)は、18 世紀半ばまでにラグナ州やトンド(Tondo)州に 3 つの
アシエンダを抱えるようになっていた。こうしたアシエンダでは、主に米や甘蔗などが栽
培･加工されて、マニラを中心に販売されていた(注 19)。 







はマニラに送金されたという(注 20)。このように 19 世紀までのマニラ近郊地域では、カト
リック修道会もまたマニラへの食糧供給の重要な一翼を担っていた。ただしこのケースに
おいても、実際の取引･運搬では中国人や中国人メスティ－ソがその担い手となっていた。  
























ばれていた。1880 年代までに 65～70 ほど存在した精米所では、特にブラカン、ヌエバエ
シハ両州から持ち込まれた籾を加工していたという。他方マラボン町からマニラへの人や
物の輸送については、 河川と海の 2 通りの経路があった。 1872 年時点のマラボン町には、
マニラ湾に停泊する船舶と陸地間の輸送に使われるはしけが 145 艘、商業用のバンカ
(banca)と呼ばれた小型船が 250 艘も存在していたのである。すでに 19 世紀前半のマラボ
ン町には、多くの中国人メスティーソ住民が存在して、上述の商品取引に従事していた。
19 世紀後半までのマラボン町には中国人の数も増加してくるが、 中国人と中国人メスティ
ーソのあいだにはビジネス上の協力関係も存在していたという観察が残されている(注 22)。  











くための椰子の葉などがマニラへ運搬されていた(注 27)。  






作業場は約 500 を数えていた。また 1500 人以上の現地住民が、紡績業に従事していた ( 注
29 )。19 世紀末までに、プリラン(Pulilan)、バリワグ、キンガ(Quingua)、ギギント




























二  ヌエバエシハ州の農業開発 
――19 世紀末から 1910 年代まで―― 
   




１  20 世紀初頭までの商品流通 










 ま た 、 のちに籾の一大集荷拠点となるカバナトゥアン町での籾取引について、 「カバナト
ゥアン郷土史料文書(Cabanatuan, Historical Data Papers)」(注 36)は次のような事実を指
摘している。それによると、スペイン統治も終りに差しかかった頃、カバナトゥアン町で







再開したが、1905 年にカバナトゥアンに鉄道が開設すると消滅したという(注 37)。 





  とはいえ、ヌエバエシハ州における米の生産は、19 世紀後半から比較的順調に増大して
いたようである。 当時の史料によると、 1870 年のヌエバエシハ州における農作物の耕作面
積は、米 1 万 8126 ヘクタール、次いでとうもろこし 870 ヘクタール、たばこ 754 ヘクタ
ール、 甘蔗 499 ヘクタールとなっている。 米の生産量は、 71 万 3691 カバン(籾)であった(注
38)。1889 年になると、米生産量は 150 万カバン(籾)に達し、こうした史料による統計がほ
ぼ実態を反映していたとすると、1870 年から約 20 年のあいだに 2 倍以上の生産量を記録
するまでになっていた。1889 年には、うち半分以上を占めた 80 万カバン分の籾がマニラ
をはじめとする州外に移出されていた。ただしヌエバエシハ州北部のウミンガン
(Umingan)、サンキンティン(San Quintin)、バルンガオ(Balungao)、ロサレス(Rosales)
の 4 町(アメリカ統治下となる 1902 年に、ヌエバエシハ州からパンガシナン州に所属を変



















  最初に、20 世紀以降の時期における米の作付け面積と生産量に関して、比較的まとまっ
たデータの得られる1910年代以降のものを表1 で確認しよう。 1870年と比較すると、 1910


















  ついで、 アメリカ統治下のヌエバエシハ州における土地所有の動向について考察しよう。










測量の方が町別測量より進んでいた。 とくに面積においてその動向は顕著で、 1912 年まで
に前者は後者の約 32 倍にも及んでいた。結果、測量地の一区画当り平均面積では、個別
測量(19.52ha)と町別測量(1.00ha)の間に大きな格差が存在していた。 













  公有地処分の展開に関連して、そうしたヌエバエシハ州における諸階層の動向は表 3 で
確認できる。表 3 は、1918 年センサスにおける公有地処分の進展を示している。払下げ、











可数において全国の約 3 割にも達し、一認可当り面積は 45haにも達していた。公有地法



























三  2 0世紀前半のヌエバエシハ州における米の流通構造 
 
  本節では、20 世紀前半のヌエバエシハ州における米穀流通の特徴を吟味するために、同
州における精米所の設立状況と米輸送の動向について議論する。筆者はすでにこの課題に
ついて別稿で議論しているが(注 46)、ここでは、新たな統計史料にもとづいて 1920 年代か




州の米穀取引も特徴的展開を示していたからに他ならない。表 4 は 1920 年代初めから 30
年代半ばまでの地域･民族別の精米所の設立動向を示したものである。 ただし中国系の精米
所数については、筆者がその所有者名義から判断して算出している。 
  同表によると、ヌエバエシハ州の精米所は、1922 年から 36 年にかけて 27 から 38 に増
加した。州内の地域別に精米所の分布をみると、州南部のガパン町と中央部のカバナトゥ
アン町に集中しており、1936 年までにこの二つの町とも精米所の数が 7 つに増加した。
このヌエバエシハ州の精米所を民族別にみると、1936 年までに中国系精米所が 7 から 12
へと、 同州の精米所数全体の動向と同様に増加した。 さらに中国系精米所もまた、 ガパン、
カバナトゥアン両町に集中する傾向にあった。なお、両町では、表 4 の出所となる 1936
年の統計によると、とりわけ中国人所有精米所の精米能力が高くなっていた。特にカバナ
トゥアン町の一精米所当り平均精米能力は 32.8 カバン／時となっており、州全体の平均
19.2 と比べるとその能力の高さが際立っていた ( 注 47)。 
  ついで、ヌエバエシハ州における精米所とブラカン州のそれを比較しよう。表 4 からブ
ラカン州では、1922 年と 36 年の両年において精米所の総数はヌエバエシハ州よりも多か
  15ったが、中国系の精米所数は圧倒的に少数であった。また 1936 年には、一時間当り最大




























  ただし 1920 年代前半には、ブラカン州やパンパンガ州でも、生産量に占める精米輸送




  さらに 1930 年以降になると、ヌエバエシハ州では、トラックによる精米の輸送量も増





所（The Tutuban Rice Exchange）であった。同取引所は、1922 年に在フィリピン中国人






  ただし米の取引や価格設定の量的単位は、 1930 年代においてさえフィリピン全体で統一
されていなかった。例えば、ルソン島北部のイロコス地方では、在来品種を取扱う場合、
籾 11.5 キロ分を重量とする 1 アローバ(arroba)を単位としていた。一方、中部ルソン地方
とマニラは、 籾で 44 キロ、 精米で 57 キロとなる 1 カバン(cavan)を基本単位としていた。
こうした取引単位は、それを扱う商人の取引慣行に従う傾向にあった。実際、マニラのト








  17人口に比して米作用耕地の不足した地域を含んでいた(注 55)。ただしこうした地域に米を供
給したのは、マニラを集散地とする中部ルソン地方のみでなく、ネグロス島に隣接するパ
ナイ島も重要であった。パナイ(Panay)島は、19 世紀からビコール地方にも米を移出した















  1920 年代に、中部ルソン 5 州全体のマニラへの年平均精米鉄道輸送量(1921～29 年)は
201 万 2375 カバンであり、 フィリピンの年平均精米輸入量(1921～29 年)126 万 2292 カバ
ンを加えた量は 327 万 4667 カバンであった。この数値は、商業･製造業と行政の中心であ
った、当時のマニラ市･近郊地域における米消費量の 100 万カバン弱と、マニラからの年












  本稿ではマニラ地域経済圏を、19 世紀における地方市場圏と首都市場圏、およびそれを


















を拡大した。 ただし別稿でも検討したように(注 57)、20 世紀前半の中部ルソン平野でも農閑
期を利用した農外就業が存在していたから、ある程度の自給的性格をもった世帯から成る
各地方市場圏は変容しつつ存続していたとみるべきであろう。 
  19 世紀を通じて地方と首都両市場圏における交易は、河川を通じてなされた。しかし国
内食糧市場の拡大に対応するように、ヌエバエシハ州での米生産が増大し、20 世紀初めの
同州における鉄道開設はそれを刺激した。こうした事態に積極的に対応したのは、中国人
商人とフィリピン人地主であった。この背景には、19 世紀半ばから 20 世紀初頭までに漸
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における地域経済圏の形成  ――19～20 世紀前半のマニラと中部ルソンにおける労
働力移動｣『アジア経済』第 47 巻第 7 号（2006 年 7 月） 、29～53 ページ。 
(注2) Edgar Wickberg, Chinese in Philippine Life, 1850-1898 (New Haven and 
London: Yale University Press, 1965); Wong Kwok-Chu, The Chinese in the 
Philippine Economy, 1898-1941 (Quezon City: Ateneo de Manila University Press, 
1999). 
(注3) Norman G. Owen, Prosperity without Progress: Manila Hemp and Material Life 
in the Colonial Philippines(Quezon City: Ateneo de Manila University Press, 
1984). 
(注4)早瀬晋三 「近代大衆消費社会出現の一考察  ――アメリカ植民支配下のフィリピンと
日本商店・商品」 『人文学報(京都大学人文科学研究所)』第 91 号（ 2004 年 12 月） 、141
～170 ページ。 
(注5)Wickberg, Chinese in Philippine Life, pp.52-61.  
(注6)Horacio De la Costa, S. J., Readings in Philippine History (Makati: Bookmark, 
1992), p.140. 
(注7)De la Costa, Readings in Philippine History, pp.139-140.    
(注8)Nicanor G. Tiongson, The Women of Malolos (Quezon City: Ateneo de Manila 
University Press, 2004), pp.35-37.   
(注9)Benito J. Legarda, Jr., After the Galleons: Foreign Trade, Economic Change and 
Entrepreneurship in the Nineteenth-Century Philippines (Quezon City: Ateneo de 
Manila University Press, 1999), pp.162-166.   
(注10)De la Costa, Readings in Philippine History, pp.137-139; Adolfo Puya Ruiz, 
“Filipinas: Descripcion General de la Provincia de Bulacan, 1888.” University of 
the Philippines-Diliman, Main Library, Local Historical File, n.d..   
(注11)Joaquín Martínez de Zuñiga, trans. by Vicente del Carmen, Status of the 
Philippines in 1800 (Manila: Filipiniana Book Guild, 1973), p.327.   22
                                                                                                                                                            
    な お19 世紀のスマトラ中･南部においても、河川沿いの各集散地が特定曜日に市を
開催する現象がみられた。商人たちは曜日ごとに場所を変えて、集散地を巡回してい
たという。大木昌｢19 世紀スマトラ中･南部における河川交易：東南アジアの貿易構造
に関する一視角｣『東南アジア研究』第 18 巻第 4 号(1981 年 3 月)、638 ページ。  
(注12)Martínez de Zuñiga, Status of the Philippines, p.268. 
(注13)Ruiz, “Filipinas.”; Martínez de Zuñiga, Status of the Philippines, pp.332-333. 
(注14)Ruiz, “Filipinas.” 
(注15)Martínez de Zuñiga, Status of the Philippines, p.328; Tiongson, The Women of   
Malolos, pp.25-30.   
( 注 16)Daniel F. Doeppers, “The Development of Philippine Cities before 1900,” 
Journal of Asian Studies, No. 31 (Aug. 1972), pp.786-92. 
(注17)Wickberg, Chinese in Philippine Life, p.25.  
( 注 18 )Marshall S. Mclennan, “Peasant and Hacendero in Nueva Ecija: The 
Socioeconomic Origins of a Philippine Commercial Rice-Growing Region,” Ph.D. 
Dissertation, University of California, 1973, pp.77-139.   
(注19)Dennith Morrow Roth, The Friar Estates of the Philippines (Albuquerque: 
University of New Mexico Press, 1977), p.44.   
(注20)Roth, The Friar Estates, pp.90-96.   
(注21)Yldefonso de Aragón, Estados de la Poblacion de Filipinas Correspondiente a el 
año de 1818 (Manila: Imprenta de D. M. M., 1820), No.1, pp.6-9, pp.13-14, 
pp.26-27.  
(注22)千葉｢フィリピンにおける地域経済圏の形成｣、39 ページ; Aragón,  Estados de la 
Poblacion, No.1, pp.4-6; Martínez de Zuñiga, Status of the Philippines, 
pp.233-234; Isabelo de los Reyes, trans. by Salud C. Dizon and Maria Elinora P. 
Imson, El Folk-lore Filipino (Quezon City: University of the Philippines, 1994), 
pp.509-533.    
(注23)19 世紀初頭のマラボン町では、250 以上もの作業場で綿織物が製造されていた。
1880 年代には約 160 を数える織物製造職場の存在を確認することができ、女性のみ
ならず男性も職工として働いていた。そこで製造されていたシャツ、スカート、スカ  23
                                                                                                                                                            
ーフは、マニラの中国人に売却された。タバコ加工業については、18 世紀後半までに
専売制度のもとでの大規模な葉巻製造工場が存在し、専売制度廃止以降の時期には数
百もの小規模な民間経営組織が乱立する状況となっていた。Aragón,  Estados de la 
Poblacion, No.1, pp.4-6; Martínez de Zuñiga, Status of the Philippines, 
pp.233-234; De los Reyes, El Folk-lore Filipino, pp.528-535. 
(注24)Martínez de Zuñiga, Status of the Philippines, p.268.   
(注25)Aragón, Estados de la Poblacion, No.1, p.21; Martínez de Zuñiga, Status of the 
Philippines, p.287.   
(注26)Ruiz, “Filipinas.”   
(注27)Aragón, Estados de la Poblacion, No.3, pp.2-3; Martínez de Zuñiga, Status of 
the Philippines, pp.332-333; Tiongson, The Women of Malolos,  p.33.   
(注28)Aragón, Estados de la Poblacion, No.3, pp.7-10.   
(注29)Aragón,  Estados de la Poblacion, No.3, pp.12-13; De la Costa, Readings in 
Philippine History, p.136. 
(注30)Ruiz, “Filipinas.”   
(注31)Doeppers, “The Development of Philippine Cities,” pp.786-792. 
(注32)D. Joaquin Rajal y Larre, “Memoria acerca de la Provincia de Nueva Ecija en 
Filipinas.”  Boletin de la Sociedad Geográfica de Madrid, Vol.27, No.2(1889), 
pp.292-311. 
(注33) Agustín de la Cavada y Méndez de Vigo, Historia Geográfica Geológica y 
Estadística de Filipinas, 2tomos (Manila: Imprenta de Ramírez y Giraudier, 1876), 
1 tomo, p.71. 
(注34)Rajal, “Memoria acerca de la Provincia de Nueva Ecija.” pp.292-311.   
(注35)Wickberg, Chinese in Philippine Life, p.103. 
(注36)Cabanatuan, Historical Data Papers.  郷土史料文書は、第二次大戦後にフィリピ
ン政府公立学校局(Bureau of Public Schools)が、 フィリピン各町の歴史をまとめたも
の。 
(注37)19 世紀から 20 世紀の世紀転換期におけるフィリピン革命およびフィリピン・アメ
リカ戦争は、米をはじめとする既存の流通取引を分断して、南部タガログ地方も含む  24
                                                                                                                                                            
多くの地域でフィリピン人住民を飢餓状態に陥れた。アメリカ軍による保護区域政策
がそれまでの流通取引を分断したことに加えて、革命政府は、外国人商人への販売や
州間取引に対して 5 ％課税していた。 Milagros Guerrero, “Luzon at War: 
Contradictions in Philippine Society, 1898-1902,” Ph.D. Dissertation, University 
of Michigan, 1977, p.111.   
(注38)Cavada, Historia Geográfica, 1 tomo, p.74. 
(注39) Rajal, “Memoria acerca de la Provincia de Nueva Ecija.” pp. 306-307, 342-343.   





て認可を受けることである。 したがって表 2 は、 土地局の測量体制が整備された 1908
年以降の測量、すなわちより立証性の高い土地権利証書を受け取ることになった土地
を対象にしていることになる。梅原弘光『フィリピンの農村  ――その構造と変動』
古今書院、 1992 年、 103 ページ; Cameron W. Forbes, The Philippine Islands (Boston 
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Commission,1907 (Washington: Govt. Printing Office, 1908), Appendix.   
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“Appendix E. Report of the Director of Lands,” United States, Bureau of Insular 
Affairs, Eighth Annual Report of the Philippine Commission,1907 (Washington: 
Govt. Printing Office, 1908), part2, p.202.また、 ヌエバエシハ州一村落の社会関係に
関する研究でも、同様の事例が指摘されている。町財務官の職歴を持つ者が、ホーム
ステッド法を使い、 本人と妻の名義で計 36ha の土地を獲得し、 また 1901 年以降町長
を務めた者も、1920 年代にホームステッド法を使って土地を獲得していたという。
Willem Wolters, Politics, Patronage and Class Conflict in Central Luzon(Quezon 
City: New Day Publishers, 1984), pp.53-54, p.77. 
(注46)千葉芳広｢アメリカ植民地下フィリピンにおける米穀危機の政治経済  ――米価政
策と華人商人・地主の対応｣『アジア経済』第 39 巻第 9 号（1998 年 9 月） 、21～48 ペ
ージ。 
(注47) Philippines(Commonwealth), Rice Commission, Report of the Rice Commission 
to the President of the Philippines (Manila: Bureau of Printing, 1936), pp.44-45.     
      ヌエバエシハ州の精米所の分布については、 1929 年に実施された、 同地域の米流通
に関する調査からも確認できる。Daniel F. Asuncion, "A Study of Marketing Rice in 
Nueva Ecija," The Philippine Agriculturist, Vol.11, No.3(Aug. 1932), pp.177-193. 
(注48)Philippines(Commonwealth), Rice Commission, Report, pp.40-41.   26
                                                                                                                                                            
(注49)千葉｢アメリカ植民地下フィリピンにおける米穀危機｣、31 ページ。 
(注50)La Opinion, August 21 1930.   
( 注 51 )Arturo G. Corpuz, The Colonial Iron Horse: Railroads and Regional 
Development in the Philippines, 1875-1935 (Quezon City: University of the 
Philippines Press, 1999), p.84.   
(注52)Philippines(Commonwealth), Rice Commission, Report, pp.28-30; Philippines 
(Commonwealth), Bureau of Commerce, Annual Report of the Director of 
Commerce, 1937 (Manila: Bureau of Printing, 1938), p.55. 
(注53)Philippines(Commonwealth), Rice Commission, Report, pp.15-16, 29.   
(注54)バタンガス州は、すでに 19 世紀末までには米の純移入地域となっていたため、  フ
ィリピン革命の時期には、食糧の流入が途絶えたことにより多大な飢餓状況が引き起
こされていた。 Reynaldo C. Ileto, Filipinos and their Revolution: Event, Discourse, 
and Historiography (Quezon City: Ateneo de Manila University Press, 1998), 
pp.106-107. 
(注55)千葉｢アメリカ植民地下フィリピンにおける米穀危機｣、32～33 ページ。 
(注56)Wickberg, Chinese in Philippine Life, p.102; Alfred W. McCoy, “A Queen Dies 
Slowly: The Rise and Decline of Iloilo city,” A. W. McCoy and Ed. C. de Jesus eds., 
Philippine Social History: Global Trade and Local Transformations (Quezon City: 
Ateneo de Manila University Press, 1982), pp.298-300.     
(注57) 千葉芳広「アメリカ期フィリピンにおける小作経営と農業労働  ――中･南部ルソ
ン人口稠密地域における米作農業」 『経済学研究（北大） 』第 50 巻第 4 号（2001 年 3
月） 、24～49 ページ。   
 
 
 表1   米作付け面積・生産量の各年平均(全国・ヌエバエシハ州、1910～38年)
作付け面積 生産量(籾) 生産性 作付け面積 生産量(籾) 生産性
(1,000ha.) (1,000 cav.) (cav./ha.) (1,000ha.) (1,000 cav.) (cav./ha.)
1910～14年 1,140(100) 19,649(100) 17.2 76(100) 2,159(100) 28.4
1915～19年 1,249(110) 27,310(139) 21.9 103(136) 3,376(156) 32.8
1920～24年 1,647(145) 41,324(210) 25.1 177(233) 7,194(333) 40.6
1925～29年(a) 1,770(155) 48,527(247) 27.4 188(248) 8,270(383) 44.0
1930～34年(b) 1,849(162) 49,874(253) 27.0 185(243) 8,329(386) 45.0








全国 ヌエバエシハ州表2　 土地局（ B ureau of L ands） による測量実績(フィ リ ピン全体） (1908～18年）
町別測量(cadastral  surveys)個別測量(m i scel l aneous 
  isol ated property surveys)
財政年度 区画数 面積（ ha）面積／区画 区画数 面積（ ha）面積／区画 ⑤⑥
① ② ③ ④ ③／①④／②
1908 n. a. n. a. n. a. 620 20, 770 33. 50 n. a. n. a.
1909 n. a. n. a. n. a. 3, 855 40, 090 10. 40 n. a. n. a.
1910 3, 070 4, 604 1. 50 7, 467 85, 325 11. 43 2. 43 18. 53
1911 5, 687 6, 671 1. 17 7, 291 139, 977 19. 20 1. 28 20. 98
1912 8, 215 6, 434 0. 29 8, 835 262, 089 29. 66 1. 08 40. 74
小計 16, 962 16, 909 1. 00 28, 088 548, 251 19. 52 1. 66 32. 42
1913 17, 118 22, 722 1. 32 8, 924 203, 907 22. 85 0. 52 8. 97
1914 48, 380 164, 684 3. 40 10, 952 181, 514 16. 57 0. 23 1. 10
1915 17, 456 128, 246 7. 35 8, 604 144, 884 16. 84 0. 49 1. 13
1916 12, 983 84, 198 7. 03 8, 926 111, 475 12. 49 0. 69 1. 32
1917 44, 617 134, 064 3. 00 7, 492 273, 327 36. 48 0. 17 2. 04
1918 52, 341 108, 610 2. 07 8, 354 88, 190 10. 56 0. 16 0. 81
小計 192, 895 642, 524 3. 30 53, 252 1, 003, 297 18. 84 0. 28 1. 56
総計 209, 857 659, 433 3. 14 81, 340 1, 551, 548 19. 07 0. 39 2. 35
（ 出所） Speci al  Report of the Di rector of Lands,  S eries 7:  S ubject Fi l e,  Box 249,   M anuel  L . Quezon Papers.表3　 公有地処分の進展状況（ 1904～18年）
提訴数 認可数 認可率 却下数 審査中 認可総面積 一認可当り 面積
(F il ed) (Approved) (%) (Cancel l ed) (Pendi ng) (単位： ha) (単位： ha)
個人への払下げ
全国 3, 482 752 21. 61 , 698 1, 032 28, 820 38
ヌエバエシハ 771 212 27. 5 376 183 9, 552 45
法人・ 団体への払下げ
全国 536 41 7. 6 80 415 10, 152 248
ヌエバエシハ 00 0 . 00 0 0 0
個人への貸借
全国 1, 088 86 7. 9 613 389 48, 267 561
ヌエバエシハ 289 18 6. 2 178 93 4, 991 277
法人・ 団体への貸借
全国 633 22 3. 5 101 510 17, 901 814
ヌエバエシハ 64 1 1. 6 5 58 1, 024 1, 024
ホームステッド
全国 60, 365 28, 978 48. 0　 　 　 　 　 　 31, 387 355, 650 12
ヌエバエシハ 13, 400 6, 005 44. 8　 　 　 　 　 　  7 ,395 77, 459 13
フリーパテント
全国 22, 610 150 0. 7　 　 　 　 　 　 22, 460 290 2
ヌエバエシハ n. a. 10 n. a. 22 2
（ 出所） Phi l i ppi ne I sl ands,  Census Offi ce,   Census of the Phi l i ppi ne I sl ands:  Taken under the Di recti on of the
Phi l i ppi ne Legi stl ature i n the Year 1918,  4 vols. (M anil a,  Bureau of Pri nti ng,  1920-21),  V ol. 3,  pp. 892-913.
n. a.表4　精米所の地域別・民族別分布　(1922、36年）
総数 中国系精米所 総数 中国系精米所
(所有者名義) (所有者名義)
ヌエバエシハ州 27 7 38 12
カバナトゥアン町 54 7 4
ガパン町 41 7 4
ブラカン州 42 4 49 2
(注)1922年のデータは、合衆国島嶼局(Bureau of Insular Affairs)、
1936年のデータは、フィリピン商業局（Bureau of Commerce）が受取って
いたものによる。
(出所)Entry5 150: 57/2/4, The United States, The National Archives, 
Record Group 350, Records of the Bureau of Insular Affairs; 





輸送量 対生産量(%) 輸送量 対生産量(%) 輸送量 対生産量(%) 輸送量 対生産量(%) 輸送量 対生産量(%) 合計
1921年 806,750 20.6 223,812 15.1 215,813 6.5 358,813 41.9 192,437 21.2 1,797,625
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
1922年 712,000 n.a. 251,187 n.a. 402,750 n.a. 301,062 n.a. 134,063 n.a. 1,801,062
88.3 112.2 186.6 83.9 69.7
1923年 893,237 22.7 250,688 20.0 473,563 13.0 196,375 21.7 98,000 10.7 1,911,863
110.7 112.0 219.4 54.7 50.9
1924年 532,000 16.6 79,313 9.5 75,187 2.4 149,375 19.3 40,000 5.1 875,875
65.9 35.4 34.8 41.6 20.8
1926年 1,327,250 n.a. 195,437 n.a. 144,750 n.a. 362,188 n.a. 146,500 n.a. 3,494,625
164.5 87.3 67.1 100.9 76.1
1927年 1,766,103 n.a. 293,753 n.a. 286,665 n.a. 341,873 n.a. 185,574 n.a. 2,873,968
218.9 131.2 132.8 95.3 96.4
1928年 1,540,289 34.7 287,430 21.6 259,206 6.8 250,601 23.6 143,861 15.1 2,481,387
190.9 128.4 120.1 69.8 74.8
1929年 1,183,925 n.a. 263,055 n.a. 512,417 n.a. 163,094 n.a. 58,608 n.a. 2,181,099
146.8 117.5 237.4 45.5 30.5
年平均 1,095,194 230,584 296,294 265,423 124,880 2,012,375
(注１）1925年は、除く。
(注2）輸送量における下段の数字は、1921年の輸送量に対する％を示す。
(出所）The Philippine Agricultural Review, Vol.15, No.2(1922), p.93, Vol.18, No.3(1925), p.229; Philippines, Bureau of Commerce and Industory, Statistical
Bulletin of the Philippine Islands, No.7 1924 (Manila: Bureau of Printing, 1925), pp.99-100; Philippines, Bureau of Commerce and Industory, Statistical
Bulletin of the Philippine Islands, No.12, 1929 (Manila: Bureau of Printing, 1930), p.173.
パンパンガ ヌエバエシハ タルラック パンガシナン ブラカン表6　船舶による年平均精米移入量上位10州　(マニラから各州へ）　(1922～29年)
レイテ セブ ソルソゴン アルバイ イロイロ サマール ダバオ 南カマリネス マスバテ パラワン 全移出量
1922年 4,089 10,313 4,114 2,387 3,209 3,206 1,924 575 632 575 35,157
％ 11.6 29.3 11.7 6.8 9.1 9.1 5.5 1.6 1.8 1.6 100.0
1923年 783,720 364,881 307,713 190,873 114,597 277,982 99,976 82,358 102,567 49,033 2,647,843
％ 29.6 13.8 11.6 7.2 4.3 10.5 3.8 3.1 3.9 1.9 100.0
1924年 137,693 32,139 270,624 166,024 50,754 143,980 75,107 39,229 33,994 37,917 1,261,060
％ 10.9 2.5 21.5 13.2 4.0 11.4 6.0 31.1 2.7 3.0 100.0
1925年 123,211 132,806 256,535 284,418 315,459 135,884 104,405 73,217 23,227 34,561 1,747,960
％ 7.0 7.6 14.7 16.3 18.0 7.8 6.0 4.2 1.3 2.0 100.0
1926年 230,201 219,711 292,434 281,560 200,460 168,218 143,370 65,230 42,286 48,865 2,109,665
％ 10.9 10.4 13.9 13.3 9.5 8.0 6.8 3.1 2.0 2.3 100.0
1927年 507,362 658,267 327,029 367,633 430,820 208,738 161,799 48,564 58,028 46,724 3,195,795
％ 15.9 20.6 10.2 11.5 13.5 6.5 5.1 1.5 1.8 1.5 100.0
1928年 295,823 552,081 298,642 308,530 182,683 209,516 225,089 44,295 91,739 41,792 2,639,255
％ 11.2 20.9 11.3 11.7 6.9 7.9 8.5 1.7 3.5 1.6 100.0
1929年 188,344 260,120 243,898 334,551 149,095 174,048 216,988 72,309 70,080 42,261 2,137,815
％ 8.8 12.2 11.4 15.6 7.0 8.1 10.1 3.4 3.3 2.0 100.0
年平均 283,805 278,790 250,124 241,997 180,885 165,197 128,582 53,222 52,819 37,716 1,971,819
％ 14.4 14.1 12.7 12.3 9.2 8.4 6.5 2.7 2.7 1.9 100.0
単位：カバン(精米57Kg.)
(注)％は、各年のマニラからの精米全移出量を100.0％とした時の各州の構成比。
(出所）Philippine Islands, Bureau of Commerce and Industory, Statistical Bulletin of the Philippine Islands, No.5-12, 1922-1929.
 